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資料５

○匝瑳市地域交通利用料助成事業について 

事業の目的 

匝瑳市内循環バスの利用が困難な高齢者が日常生活の交通手段としてタクシー

を利用する場合に、その料金の全部又は一部を助成することにより、当該高齢者

の日常生活の利便向上及び経済的負担の軽減を図る。 

 

事業実施当時の背景 

・循環バス利用困難者に対応できる。 

・外出促進につながる。 

・地域の活性化につながる。 

・市内全域の対象者が利用できるため、不公平感がない。 

・自分が利用したいときに利用できる。 

・路線バス及び循環バス利用者が減ることはない。（利用者層が別のため） 

・タクシー会社の活性化にもつながる。 

・デマンド型交通が導入できなかったための代替事業である。 

・デマンドタクシーと違い、タクシー本業を圧迫しない。 

 

事業の対象者 

申請時点で次の条件をすべて満たす者。 

　１．市内に住所を有し、かつ住民基本台帳に記録されている者 

　２．満７５歳以上の者 

　３．自動車やバイクなど運転免許証の交付を受けていない者 

　４．市の福祉タクシーや外出支援サービスを利用していない者 

　５．生活保護法による保護を受けていない者 

　６．市税及び国民健康保険税に滞納がない者 

 

事業内容（改正経緯） 

平成２７年度：月に初乗り運賃７３０円×２枚の補助（最大１２ヶ月×２枚） 

平成２９年度：地域交通利用券を使用できる範囲を隣接市町まで拡大 

平成３０年度：使用率が上がるように月に５００円の券を３枚（１，５００円相 

当）配布し、複数枚の使用を可能とする。 
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事業の見直しについて 

・　配布した券の使用率が令和５年度が６８．１％、令和６年度が６７．８％で 

あり、およそ２/３の使用率であること。 

・　市内循環バスの運行内容を見直した金額と国庫補助金でデマンド型交通の運 

　行を考えていたものの、燃料費等の高騰で計画に記載された公的資金投入額の 

目標を上回ってしまった。 

・　物価高騰や賃金水準の上昇、高齢者人口等の増加に伴う扶助費の増加等によ 

り、市全体が財政難の状況にある。 

 

上記の理由から、令和８年度に事業の見直しを行い、 

現在の月３枚の交付を月２枚の交付へ変更する予定です。（最大３６枚→２４枚）


